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平成 28 年度、日中緑化交流基金助成による現地視察は中国東北地域（3 ケ所）をもとに実施した。       

当協会からは、山崎照正理事長、川間公雄副理事長（植林事業委員長兼務）、中村俊輔専務理事並びにカウンタ

ーパートナーである全国青年聯合会から「中国国際青年交流中心」の王希宏部長が同行し、通訳を含み計 5名に

て構成された。今年度は基本的に継続事業実施地区として前年度及び前々年の事業地の生育状況を含む、実績を

重要確認事項として取り上げた。本稿に於いては、現地関係者の氏名、役職等は特筆者以外割愛させて頂いた。 

 

視察日程：2016年 6月 22日～6月 26日 

植林地：日中青年遼寧省大凌河流域水源涵養林 

日中青年吉林省長春市農安県生態緑化事業 

日中青年吉林省九台市生態緑化事業 

日中青年四川省思蒙河流地域生態緑化モデル林事業 

（注）今年度は四川省眉山市植林地域は 11月以降の視察予定になる。 

 

（1） 日中青年遼寧省大凌河流域水源涵養林事業 

朝暘市・林業局、王部長他市職員 3名の案内によりプ

ロジェクト実施地である遼寧省西部の朝暘市内、コル

チン砂地の南に位置し、河北・内モンゴルと接する地

を視察。今年度は、植林地 50ha、4.2万本の予定であ

るが、その生育状況は（植樹は主にポプラ）順調であ

ることを確認した。大凌河流域の砂漠化、土壌流失の

軽減、防護機能の向上と水源の涵養は、涵養林による

水資源の確保、その結果、農業生産条件が向上する事

が望まれている地域であり、継続事業として今後も日

本側の協力を、お願いされた。 

 

（2） 日中青年吉林省長春市農安県生態緑化事業 

農安県は吉林省長春市に属し、松遼平原の中部に位置

し、国内に於いて有数のトウモロコシ生産地帯であ

り、国内植林地の模範地域として注目されている。プ

ロジェクト区域は松花江流域小城子郷に属しており、

長春市第二松花江流域に於いて 20ha、5 万株の植栽

地を視察。ポプラ及び山杏が植樹されており生育は順

調で除草、病虫害被害は見られなかった。植樹地の地

形は波状起伏面が多く、作業管理を厳重に対処してい

たが、水補給の為に「ため池」から有償にて水補足し



ている事に疑問を感じえなかった。長春市共青団農村部部長、孫盛鋒氏と中共農安県常任委員副部長、

曲強女史及び長春市共青団のメンバーが同行され農安県林業局現地営林場所長の説明を受けながら、前

年度、前々年度稙林地区の発育状況も含めて視察を行う。 

中国側協力団体は中華全国青年連合会に属する吉林省長春市青年聯合会であるが、地元住民の協力なし

では遂行出来るものではない。 

夕刻、共青団長春市委員会書記、丁佳女史及び呉威副書記等と懇親会 

丁佳書記より日中両国の国民が生態環境の改善に関心を寄せ、参加することにより日中友好を更に増進

させ日中国民の代々にわたる友好の象徴にしたいと挨拶。 

山崎理事長からは植林事業が継続され、生態環境がより良い方向に前進し、特に関連として時代を担う

青少年育成教育（環境保全に対する啓蒙）に期待いたしますと挨拶。 和やかな雰囲気にて懇親を深め

た。 

 

（3） 日中青年吉林省九台市生態緑化事業 

九台市は吉林省の最も重要な水源地の一つであり、域内に長春市の飲用水源になる石頭口門ダムと母な

る川-松花江とその主な支流、飲馬河が流れている。 

植林樹種は「適地適法、生態優先、適地適木」の原則

にのっとり、適応性が強く、成長しやすく、土壌流出

を効果的に防ぐと同時に森林景観と経済価値を両立さ

せる樟子松（モンゴルアカマツ）であり、地形は険し

く造林は 20ha、3.4万株である。九台市青年聯合会諸

氏及び九台区其搭木領政府職員による案内にて現地視

察。生育状態は除草・散薬等が十分とは言えず雑草地

が多く、良好とは感じなかった。九台市林業局現地営

林場の担当者に対し林地の監理・保護状況を監督・検

査し、今後発生する諸問題を解決する為、管理保護意識を強化するように要望した。 

 

6月 25日（土曜日）九台市植林事業視察後、長春空港より北京空港へ 

カウンターパートナーである全国青年聯合会＝中国国際青年交流中心を表敬訪問し、植林事業地視察報

告。 洪桂梅副主任並びに担当職員と懇談 

洪桂梅女史談：今後の切なる事業継続要望と両国民間交流事業の一環として重要視し、「日中緑化交流基

金」の果たした功績を評価したい。 

山崎照正理事長談：視察を終え、各地区の林業局職員、共青団、住民、ボランテイアの協力に感謝すると

共に、今後、更に林地の監理・保護状況を監督・検査し強化するようにお願いをした。 


